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＜代表値＞ 

幾何標準偏差：1.40 

 
＜代表値のもととなる資料＞ 

多田（2002,2005）は，1997（平成 9）年より，母乳中ダイオキシン類濃度について，継続的に測定を行っ

ている。下の表は，1998（平成 10）年から 2003（平成 15）年までの調査をまとめたものである。 

代表値は，1998（平成 10）年度の全国調査の結果をもとに決定した。調査地域は全国 19 府県 21 地区。

対象は 24-35 歳の 415 人の初産婦で，生後 30 日目の母乳を採取した。調査で測定したダイオキシン類は，

ジベンゾパラダイオキシン（PCDDs）14 種類，ジベンゾフラン（PCDFs）15 種類，コプラナーPCB（Co-PCB）

12 種類で，これらダイオキシン類濃度に基づき，WHO により 1997 年に提案されている毒性等価係数（TEF）

を用いて，全体の総毒性量（毒性等量：TEQ）を計算している。調査結果は，算術平均値 25.179 pg-TEQ/g-fat，

分散値 77.194 と報告されている。母乳中の濃度の分布を対数正規分布と仮定して，報告されている算術平均

値と，分散値から計算した算術標準偏差を用いて推定した幾何標準偏差の値は 1.40 となった。 

 
調査年 GSD GM N 対象区 計算* 調査対象

1998
(H10)年度

1.40 23.77pg-TEQ/g-fat 415 全国19府県21地区 AM,ASD** 初産婦(生後30日目の母乳)

1999
(H11)年度

1.34 22.99pg-TEQ/g-fat 111
岩手,千葉,新潟,石川
,大阪,島根の6府県 AM,ASD** 初産婦(生後30日目の母乳)

2000
(H12)年度

1.38 20.53pg-TEQ/g-fat 97
岩手,千葉,新潟,石川
,大阪,島根の6府県 AM,ASD** 初産婦(生後30日目の母乳)

2001
(H13)年度

1.41 22.33pg-TEQ/g-fat 101
岩手,千葉,新潟,石川
,大阪,島根の6府県 AM,ASD** 初産婦(生後30日目の母乳)

2002
(H14)年度

1.37 20.10pg-TEQ/g-fat 44
岩手,千葉,新潟,石川
,大阪,島根の6府県 AM,ASD** 初産婦(生後30日目の母乳)

2003
(H15)年度

1.44 18.60pg-TEQ/g-fat 54
岩手,千葉,新潟,石川
,大阪の5府県 AM,ASD** 初産婦(生後30日目の母乳)

GSD：幾何標準偏差，GM：幾何平均値，N：サンプル数，AM：算術平均値，ASD：算術標準偏差
*資料中に幾何標準偏差の記載がない場合は，暴露濃度の分布を対数正規分布と仮定して計算した。
**ASD（算術標準偏差）は，分散値より計算した。

出典：多田（2005,2002）

 
 
＜追加的情報＞ 

Tajimi et al.（2005）は，1999（平成 11）年と 2000（平成 12）年の調査で，東京在住の 25-34 歳の母親

240 人の母乳中ダイオキシン類濃度を測定した。調査で測定したダイオキシン類は，PCDDs(14 種) + 

PCDFs(15 種) + Co-PCB(12 種)で，WHO により 1997 年に提案されている毒性等価係数（TEF）を用いて，

毒性等量（TEQ）を計算している。調査結果は，算術平均値 25.6 pg-TEQ/g-fat，算術標準偏差 9.7 pg-TEQ/g-fat，

中央値 24.0 pg-TEQ/g-fat，最大値 67.0 pg-TEQ/g-fat，最小値 4.2 pg-TEQ/g-fat と報告されている。母乳中

の濃度の分布を対数正規分布と仮定して，報告されている算術平均値と算術標準偏差を用いて推定した幾何

標準偏差の値は 1.44 となった。 

 
Takekuma et al.（2004）は，1998（平成 10）年から 2000（平成 12）年の調査で，埼玉県在住の 21-40

歳の初産婦 299 人の母乳中ダイオキシン類濃度を測定した。調査で測定したダイオキシン類は，PCDDs(7
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種) + PCDFs(7 種) + Co-PCBs(3 種：PCB77, PCB126, PCB169)で，毒性等量（TEQ）の算出においては，

PCDD/Fs については，NATO の研究により 1988 年に提案された毒性等価係数（I-TEF），Co-PCBs につい

ては，WHO により 1993 年に提案されている毒性等価係数（TEF）を用いている。調査結果は，算術平均値

22.03 pg-TEQ/g-fat，算術標準偏差 6.62 pg-TEQ/g-fat，最大値 49.68 pg-TEQ/g-fat，最小値 7.32 pg-TEQ/g-fat

と報告されている。母乳中の濃度の分布を対数正規分布と仮定して，報告されている算術平均値と算術標準

偏差を用いて推定した幾何標準偏差の値は 1.34 となった。 

 
代表値や追加的情報において，母乳中ダイオキシン類濃度に関する調査データのうち，幾何標準偏差の記

載のあるもの又は推定できるものを整理すると，その範囲は 1.34～1.44 である。 

 

GSD GM N 対象区 計算* 調査年と調査対象

代表値1) 1.40 23.77pg-TEQ/g-fat 415 全国 AM,ASD**
1998(H10)
初産婦(生後30日目の母乳)

追加的情報2) 1.44 23.94pg-TEQ/g-fat 240 東京 AM,ASD
1999(H11).6-9,2000(H12).6-9
母親(生後30日目の母乳)

追加的情報3) 1.34 21.10pg-TEQ/g-fat 299 埼玉 AM,ASD
1998(H10)-2000(H12)
初産婦(生後30日目の母乳)

GSD：幾何標準偏差，GM：幾何平均値，N：サンプル数，AM：算術平均値，ASD：算術標準偏差
*資料中に幾何標準偏差の記載がない場合は，暴露濃度の分布を対数正規分布と仮定して計算した。
**ASD（算術標準偏差）は，分散値より計算した。

出典：1)多田（2005），2)Tajimi et al.（2005），3)Takekuma et al.（2004）

 

追加的情報

代表値

1 2 3 4 5 6 7

 
ダイオキシン類の母乳中濃度のばらつき（幾何標準偏差） 

 
＜数値の代表性＞ 

◇ 代表値の信頼性：高 

一般的な判断基準から判断するとサンプル数は十分とはいえないが，全国調査であり追加的情報の値との

間に一致がみられるので，信頼性は高いとした。 

 
◇ 代表性に関する情報 

代表値のもととなる資料 

多田（2002）の行った，1998（平成 10）年度の調査（平成 10 年度厚生省母乳調査）は，415 人の初産

婦の出産後 30 日の母乳を採取した全国調査である。代表値とした幾何標準偏差の値は，報告されている

算術平均値と算術標準偏差（分散値から計算）から推定したものである。 

追加的情報 

 Tajimi et al.（2005）の調査は，東京在住の 240 人の母親の出産後 30 日の母乳を採取した調査である。

幾何標準偏差の値は，報告されている算術平均値と算術標準偏差から推定したものである。 

  Takekuma et al.（2004）の調査は，埼玉県在住の 299 人の初産婦の出産後 30 日の母乳を採取した調査

である。幾何標準偏差の値は，報告されている算術平均値と算術標準偏差から推定したものである。 
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◇ 検討した資料の数 

 代表値は，対象集団の規模や範囲の観点から選ばれた 3 資料の中から決定された。 
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